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横浜国立大学教育学部附属鎌倉小学校では、生命を尊重し、健康の保持増進や持続可能な社
会の実現に向けて、自ら実践する能力や態度を育てるための食育を推進しています。
食育活動の１つとして、給食の残

ざん
渣
さ
等を活用して堆肥を作り、その堆肥を使って農薬を使わ

ずに野菜を栽培・収穫する取組があります。校内の生ごみを削減するため、令和２（2020）
年から中庭にコンポストを設置し、年間約４トンの調理残渣や残菜を堆肥化しています。４年
生の総合的な学習の時間では「究極の小松菜を育てよう」を目標に、有機野菜を栽培している
生産者の畑へ見学に行き、栽培方法や小松菜に適した土等について教えていただきました。そ
の学びを生かし、コンポストでできた堆肥を利用して小松菜の栽培を行いました。収穫した小
松菜は、検品・包装して校門前で販売し、収益は、児童から「ユニセフへ募金したい。」と希
望があり全額寄付しました。このほか、有志保護者によるPTA活動では、コンポストの堆肥
を使用して農薬を使わずに野菜を栽培し、収穫した野菜を給食の食材として使っています。こ
のように、給食の残渣等を堆肥化し、育てた野菜を生きた教材として給食に提供することを通
じて、児童は食と農の持続可能な資源の循環を学んでいます。
また、栄養教諭による各教科と連携した食育の授業も積極的に行っています。例えば、国語

科の教科書に出てくる食材である大豆を取り上げ、大豆を使った食品がどのようにできるか、
どのような種類の加工品があるのかなど、実物の食品を用いて授業を行ったり、給食に大豆や
大豆製品を使用したりすることで、机上の学びから五感で味わう食体験ができる取組を行って
います。授業後には児童から「教科書に載っていない食品もあって楽しかった。」、「こんなに
たくさんの種類があるのはすごい。」などの声が上がるなど、児童の食への興味や食の選択の
幅を広げることができたのではないかと考えています。
さらに、令和３（2021）年には、総合的な学習の時間を活用し、和食文化について学ぶ授

業を行いました。児童は、和食の基本を学んだり、鎌倉の郷土料理である「けんちん汁」と関
わりの深い建

けん
長
ちょう
寺
じ
の方に由来などを伺ったりした後、郷土料理「けんちん汁」を含む給食を

食べました。こうした取組を通じて、児童は家庭でも和食や伝統的な行事食を作ったり、調理
方法を調べたりするようになり、和食への興味・関心が高まる様子がみられました。
今後も、様々な食育活動を通して、望ましい食習慣を理解し実践できる力を育てていきたい

です。

校内コンポスト 教科と連携した食育の授業の様子

学校給食を中心に、食と農の持続可能な資源循環を学ぶ
横
よこ
浜
はま
国立大学教育学部附属鎌

かま
倉
くら
小学校（神奈川県）

事 

例


